
 

 

 

惑星状星雲の色や形に対して惑星が影響をしているのではないか 
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要旨 

惑星状星雲の色や形が一定でない為その原因の1つに元の中心星の周りを回っていた惑星が

影響を与えていると考え、これについて考察した。 

1.始めに 
 惑星状星雲とは、太陽と同程度の質量を持つ恒星の最後の姿であり、ガスを周りに放出する際、エネルギー

が球状に広がっていくとともにガスも球状に広がるはずが、実際は様々な色の分布や形となっているので、私

達は惑星状星雲を完全球形と奇形の2つに分けてそれぞれを比較した。 

 

2.研究方法 
 惑星状星雲を完全球形と奇形の定義を扁平率が0.75以上で色彩が同心円状で一様であるものを完全球形と

した。それ以外のものを奇形としそれぞれM97、PNG248とNGC2346、NGC2438、NGC7026を選択し、R、Bバンドで

の撮像観測データとM97とNGC7026のX線データをSAOimage DS9を用いてfits.fileを開き解析ソフトMakali’i

でコントアし比較した。R、BバンドはそれぞれHα、HeⅡの値がおおよそどの程度であるかを知るために行っ

た。また、X線データは重金属を観測するために用いた。 

 

3.結果 

      M97（左：X線での炭素分布、右：Rバンド） 

 多くの惑星状星雲の中心部はサチレーションを起こしていた上、遠くの天体などは解像度が低くすべて波長

強度が同程度のために詳しい事を言えなかった。また、X線での金属元素測定データがアーカイブになかった

為もう少し軽い炭素のデータで代用しており惑星があったというデータを得る事は出来なかった。 

 

4.考察 
 結果から、完全球形と奇形に関して何らかの法則性を見出すことができなかったので惑星状星雲の外形に関

しては惑星が影響を与えたとは言えないが、惑星状星雲の中の模様に対してはそれぞれ波長帯で濃淡に差があ

り、影響を与えていないとは言い切れない。特に、X線で見ることのできた炭素の濃い部分とHαの薄い部分が

等しくなっていた為、炭素量の多い地球型惑星があったのではないかと暫定的にいうことができる。 

     

5.展望 
 惑星状星雲の外形に対しては何が影響を与えているのかを考えていきたい。また、惑星状星雲のX線やHα、

HeⅡだけの精度の高いデータが非常に少なく正確なことが言えなかったので私達自身で今後、多くの惑星状星

雲を観測し、解析してより解像度の高いデータから考察したいと考えている。 
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